
 

 

 

今回のレターでは、ひらサポ 工 房
ワークショップ

の企画２つをあ

わせてご報告します。１つめのひらサポ 工 房
ワークショップ

は、令

和５年 12 月 26 日（火）「ヘアカット」です。コロナ前

は PTA の主催で開催していましたが、今回は教員の提

案での実施になりました。平塚市内の理美容店グループ

“ライオンファミリーグループ”の皆さんのご協力をい

ただき、全部で 20 名が参加者しました。家で散髪する

ときにはなかなか落ち着かない方が、今回のヘアカット

では気持ちよさそうにウトウトしながらカットしても

らったり、毎日のスタイリングがしやすい髪形にしても

らったりと、プロの技を感じられる時間になりました。 

 

 

２つ目のひらサポ 工 房
ワークショップ

は、１月 16 日（火）「ミ

キサー食、お家でどうしてるの？座談会」。こちらは、

初の保護者の方発案の企画でした。ミキサー食に興味

のある方が集まり、学校からは、 S T
言語聴覚士

、栄養士、小

Ａと高Ａの担任が１名ずつ、とコーディネートを担当

した Ｇ Ｌ
グループリーダー

が参加させていただきました。座談会と

いうことで、普段の悩みなどもお話しできたようです。

どの方も、家庭で試してみたいことができた会でし

た。また、学校で始まったスベラカーゼ粥もメーカー

のご協力をいただいて試食し、さらにミキサー食の

中でも加水ゼロ式という方法を体験することができ

ました。参加者からは「ほかの家の作り方を知って参

考になった」「みんなで話して同じ悩みを共有できて
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ひらサポの活動の様子をお知らせします。 



良かった」などの感想をいただきました。 

座談会のような場をもってみたい方がいらっしゃったら、ぜひ、学校ひらサポ担当までご

相談ください。 

なお、工房
ワークショップ

の企画は通年で募集しています。児童生徒が参加できる企画だけではなく、

「学校に必要そうなものを提案して作りたい」「保護者や地域住民で集まって交流したい」

など、ひらサポメンバー同士、大人だけの交流を目的とした企画も応募可能です。ぜひ、興

味のあるところから、平塚支援学校での活動に参画されてはいかがでしょうか。現在検討中

の企画は次の表をとおりです。 

 

 

今年度最後の「学校で、語ろう」は２月１日（木）、ボッチャ大会と

校長と語る時間を設けました。また次回のレターで様子をお知らせし

ます。 

 

 

 学校に児童生徒がいる時間帯に、活動のお手伝いをしてくれ

るボランティアを募集しています。条件は以下の２点です。 

①高校生以下は不可 

②ボランティア保険に加入されていること 

現在登録されている方は９名です。肢体不自由教育／A 部門の車いすの操作や、授業中の

物の移動、児童生徒との交流（お話相手）などをお願いしています。実際に活動に参加して

いただくときには、各学部からの希望をもとに調整します。そのつど、担当者が活動内容や

時間をお知らせし、参加できるかどうかの返答をサポーターの方からいただいて、活動とサ

ポーターとをマッチングさせていただきます。活動時間帯など、希望をうかがいながらの調

整も可能です。活動に興味がある方は、学校サポーター担当（📞:0463-58-2487）までご連

絡ください。 

 

 年末のアンケートへのご協力ありがとうございました。いた

だいた意見と、今後の方向性について、次回のレターでお知らせ

いたします。 

企画 応募日 実施日 ２月現在の状況 

生命の星地球博物

館との共同学習 

１月 16日 令和 6 年度 

前期 

博物館とコンタクトし、前向きに実施の方

向。新年度に再度連絡を取り合って学習内

容について打ち合わせをする 

学校で、 
語ろう 

学校 
サポーター 

2024 年度
に向けて 


